
 講道館創立 140 周年記念
令和４年全日本柔道選手権大会

 第 66 回
 全日本銃剣道優勝大会

優勝した冨田若春選手（右）と準優勝の橋本朱未選手

 第 37 回皇后盃
 全日本女子柔道選手権大会

一般の部・決勝（中堅戦）＝野田峻祐選手（左）と西飯勝哉選手
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ニュース　全日本柔道選手権大会

　

体
重
無
差
別
で
柔
道
の
日
本
一
を
決
め
る
講
道
館
創
立

体
重
無
差
別
で
柔
道
の
日
本
一
を
決
め
る
講
道
館
創
立
140140
周
年
記
念
・
令
和
４
年
全

周
年
記
念
・
令
和
４
年
全

日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
４
月

日
本
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
４
月
2929
日
、
３
年

日
、
３
年

ぶ
り
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
、
一
昨
年
は
無
観
客
で
の
開
催
と
な
っ
た

ぶ
り
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
、
一
昨
年
は
無
観
客
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
観
客
を
入
れ
て
の
開
催
と
な

が
、
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
観
客
を
入
れ
て
の
開
催
と
な

っ
た
。

っ
た
。

　

大
会
は
全
国

　

大
会
は
全
国
1010
地
区
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た

地
区
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
4040
名
に
推
薦
選
手
７
名
を
加
え
た
計

名
に
推
薦
選
手
７
名
を
加
え
た
計

4747
名
で
争
わ
れ
た
。

名
で
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
と
も
に
初
優
勝
を
ね
ら
う

　

決
勝
は
と
も
に
初
優
勝
を
ね
ら
う
斉斉さ
い
さ
い

藤藤と
う
と
う

立立た
つ
る

た
つ
る（
東
京
・
国
士
舘
大
）
と

（
東
京
・
国
士
舘
大
）
と
影影か
げ
か
げ

浦浦う
ら
う
ら

心心こ
こ
ろ

こ
こ
ろ（
推
薦
・

（
推
薦
・

日
本
中
央
競
馬
会
）
が
対
戦
。
斉
藤
が

日
本
中
央
競
馬
会
）
が
対
戦
。
斉
藤
が
1414
分
を
超
え
る
死
闘
の
末
、
足
車
で
技
あ
り
を

分
を
超
え
る
死
闘
の
末
、
足
車
で
技
あ
り
を

奪
い
、初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。斉
藤
の
父
・
故

奪
い
、初
の
栄
冠
に
輝
い
た
。斉
藤
の
父
・
故
仁仁
ひ
と
し

ひ
と
し
さ
ん
も
１
９
８
８
年
に
優
勝
し
て
お
り
、

さ
ん
も
１
９
８
８
年
に
優
勝
し
て
お
り
、

史
上
初
め
て
親
子
で
の
制
覇
と
な
っ
た
。

史
上
初
め
て
親
子
で
の
制
覇
と
な
っ
た
。

天皇盃を手にする斉藤選手天皇盃を手にする斉藤選手

斉
藤
立
が
初
優
勝

斉
藤
立
が
初
優
勝史上

初
の
親
子
制
覇

史
上
初
の
親
子
制
覇

講
道
館
創
立

講
道
館
創
立
140140
周
年
記
念

周
年
記
念

令
和
４
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

令
和
４
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
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決勝＝斉藤（上）が足車で技ありを奪う決勝＝斉藤（上）が足車で技ありを奪う
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ニュース　全日本柔道選手権大会

　前回優勝の太
おお
田
た
彪
ひょ
雅
うが
と４月に行われた全日本選抜体重別選手権大会 100㌔超級で優勝

した小
お
川
がわ
雄
ゆう
勢
せい
が対戦。延長に入り両者に二つ目の指導が入る。力を振り絞って前に出る

太田に対し、小川は奥襟を取って上から押さえつける。すると消極的試合姿勢として太
田に３回目の指導が入り、小川が初の準決勝進出を決めた。

準々決勝❶

小川雄勢
（東京・パーク 24）

太田彪雅
（推薦・旭化成）

　2021 年ブダペスト世界選手権覇者の影浦心と前回３位
の垣

かき
田
たき
恭
ょう
平
へい
を破って勝ち上がってきた小

こ
原
はら
拳
けん
哉
や
の対戦。延

長４分 15秒過ぎ、影浦が小原を倒して抑え込むとそのま
ま横四方固で一本勝。影浦が初の準決勝進出を果たした。

影浦　心
（推薦・日本中央競馬会）

小原拳哉
（東京・パーク 24）

準々決勝❷

　２回目の出場の斉藤立と３回目の出場の一
いっ
色
しき
勇
ゆう
輝
き
。東京

代表同士の対戦。開始１分 50秒、斉藤が大外刈で技ありを
奪うとそのまま抑え込む。袈裟固から横四方固に移行して
一本勝。斉藤が初の準決勝進出を決めた。

準々決勝❸

斉藤　立
（東京・国士舘大）

○反則負け
（10 分 11 秒）

一色勇輝
（東京・日本中央競馬会）

　

試
合
は
、
国
際
柔
道
連
盟
試
合
審
判
規
程
お
よ
び
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
申
し

合
わ
せ
事
項
で
行
わ
れ
た
。
申
し
合
わ
せ
事
項
と
し
て
、
ス
コ
ア
は
「
一
本
」「
技

あ
り
」「
有
効
」
の
３
種
類
と
し
、「
技
あ
り
」
二
つ
で
合
わ
せ
技
「
一
本
」
と
な
る
。

試
合
時
間
は
４
分
と
し
、
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
時
間
無
制
限
の
延
長

に
入
り
、
ど
ち
ら
か
に
ポ
イ
ン
ト
が
入
っ
た
時
点
で
勝
敗
が
決
ま
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス

コ
ア
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

○横四方固
（８分 46 秒）

○合わせ技
（２分８秒）

内股をかける小川（左）内股をかける小川（左）

袈裟固で抑え込む斉藤（上）袈裟固で抑え込む斉藤（上）

横四方固で抑え込む影浦（上）横四方固で抑え込む影浦（上）
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準々決勝❹

　東京五輪100㌔超級代表の原
はら
沢
さわ
久
ひさ
喜
よし
と 10回目の出場となる王

おう
子
じ
谷
たに
剛
たけ

志
し
の対戦。延長50秒過ぎ、王子谷が引き込もうとしたところで原沢が体
を預けて倒し、そのまま縦四方固で抑え込んで一本勝。原沢が同級生対決
を制し、準決勝に進んだ。

原沢久喜
（推薦・長府工産）

王子谷剛志
（東京・旭化成）

○縦四方固
（４分 53 秒）

五
輪
覇
者

五
輪
覇
者  

奮
闘
す
る
も
重
さ
の
壁

奮
闘
す
る
も
重
さ
の
壁

  

髙
藤
（

髙
藤
（
6060
㌔
級
）、大
野
（

㌔
級
）、大
野
（
7373
㌔
級
）

㌔
級
）

　

東
京
五
輪
60
㌔
級
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
髙た
か

藤と
う

直な
お

寿ひ
さ

（
推
薦
・
パ
ー
ク
24
）
と

同
73
㌔
級
で
２
連
覇
を
達
成
し
た
大お
お

野の
し

将ょ
う

平へ
い

（
推
薦
・
旭
化
成
）
が
出
場
し
会
場
を

沸
か
せ
た
。

　

と
も
に
90
㌔
級
の
選
手
を
相
手
に
奮
闘

す
る
も
あ
え
な
く
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
。

高
藤
は
「
悔
し
い
で
す
。
も
う
一
度
戻

っ
て
き
て
次
は
１
勝
し
た
い
」。
大
野
は

「（
対
戦
し
た
）
前
田
選
手
が
小
細
工
な
し

で
組
み
合
っ
て
打
ち
合
い
を
し
て
く
れ
た

の
で
、
足
を
と
め
て
真
っ
向
勝
負
が
で
き

た
。
日
本
武
道
館
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
こ

と
は
誇
り
に
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

裏投で倒される髙藤（右）裏投で倒される髙藤（右）大外刈を繰り出す大野（奥）大外刈を繰り出す大野（奥）

縦四方固で抑え込む原沢（上）縦四方固で抑え込む原沢（上）



1401402022．6　月刊「武道」2022．6　月刊「武道」

ニュース　全日本柔道選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　延長に入ると疲れの見える小川に対し、影浦は背負投で小
川を崩す。延長４分 57秒、技が出ない小川に消極的として
三つ目の指導が入り勝負あり。影浦が決勝進出を果たした。

準決勝❶
影浦　心

（推薦・日本中央競馬会）
小川雄勢

（東京・パーク 24）
○反則負け

（８分 57 秒）

内股をかける斉藤（左）内股をかける斉藤（左）

渾渾
こんこん

身身
しんしん

の背負投を放つ影浦（下）の背負投を放つ影浦（下）

　延長１分47秒、原沢に二つ目の指導が入
る。斉藤はなおも前に出て大内刈、内股と
技を出す。延長 5分 56 秒、受けにまわる
原沢に消極的として三つ目の指導が入る。
最後まで攻め続けた斉藤が決勝へ進出した。

準決勝❷
原沢久喜

（推薦・長府工産）
○反則負け
（９分56秒）

斉藤　立
（東京・国士舘大）
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　初優勝を目指す両者の対決は本戦では決着がつかず延長へ。
その序盤、影浦は背負投を仕掛けるが斉藤はこらえる。その後
試合は徐々に斉藤のペースとなり、斉藤が内股、大内刈、大外
刈と次々と技を繰り出す。延長10分 21秒、斉藤は奥襟を取る
と足車で影浦を倒し、技ありを奪う。斉藤が14分を超える熱戦
を制し、史上初となる親子での全日本選手権制覇を成し遂げた。

決　勝
足車

（14 分 21 秒）
斉藤　立

（東京・国士舘大）
影浦　心

（推薦・日本中央競馬会）

14 分を超える熱戦の末、斉藤（左）が足車で勝負を決める14分を超える熱戦の末、斉藤（左）が足車で勝負を決める
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ニュース　全日本柔道選手権大会

日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会
で
戦
っ

た
影
浦
選
手
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た

が
、
対
策
は
立
て
て
い
ま
し
た
か
。

「
す
ご
く
研
究
し
て
き
た
ん
で
す
が
や

は
り
実
際
は
違
っ
て
い
て
、
試
合
を
し

な
が
ら
相
手
の
弱
点
を
探
し
て
や
り
ま

し
た
」

―
―
途
中
、
危
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
後
に
投
げ
切
る
こ
と
が
で
き

た
要
因
は
。

「
投
げ
急
い
で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
自
分

の
柔
道
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
の
が
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
な
か
な
か
技
が
か
か
ら
な
か
っ
た

時
は
何
を
思
っ
て
い
ま
し
た
か
。

「
そ
の
う
ち
投
げ
れ
る
、
後
半
が
勝
負
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
親
子
で
の
優
勝
は
史
上
初
で
す
。
お

父
さ
ん
が
見
て
い
た
ら
何
と
声
を
か
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
か
。

「
ま
だ
課
題
も
あ
っ
た
の
で
、
握
手
を
し

て
か
ら
課
題
の
部
分
を
言
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
父
は
自
分
に
は
厳
し
い
の
で
。
褒

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
」

―
―
気
持
ち
の
強
さ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で

と
変
わ
っ
た
部
分
は
あ
り
ま
し
た
か
。

「
負
け
た
時
に
関
係
者
や
親
族
が
悲
し
む

姿
を
見
る
の
が
す
ご
く
嫌
だ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
思
い
浮
か
べ
た
ら
何
が
何
で
も
負

け
ら
れ
な
い
し
、
死
ん
で
も
勝
っ
て
や
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
そ
れ
は
戦
っ
て
い
る
中
で
苦
し
い
時

に
思
い
浮
か
ん
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
試
合
中
の
き
つ
い
時
、（
心
が
）
折
れ

そ
う
な
時
に
『
何
が
何
で
も
勝
っ
て
喜
ば

し
て
恩
返
し
す
る
ん
だ
』
と
い
う
気
持
ち

が
出
て
き
た
の
で
勝
て
ま
し
た
」

―
―
パ
リ
五
輪
の
代
表
選
考
も
い
よ
い
よ

本
格
化
し
ま
す
が
、
今
後
の
抱
負
は
。

「
自
分
は
ま
だ
ま
だ
全
盛
期
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
ピ
ー
ク
を
パ
リ
に
も
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
」

「
死
ん
で
も
勝
つ
」
強
い
覚
悟
で
初
優
勝

斉藤立（さいとう・たつる）斉藤立（さいとう・たつる）

―
―
大
歓
声
の
中
で
初
優
勝
を
成
し
遂

げ
た
感
想
は
。

「
す
ご
く
嬉う
れ

し
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

人
に
支
え
ら
れ
て
柔
道
が
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
」

―
―
準
決
勝
、
決
勝
と
延
長
戦
が
続

き
、
長
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

「
最
後
は
気
持
ち
の
勝
負
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
や
り
ま

し
た
」

―
―
準
決
勝
で
は
東
京
五
輪
代
表
の
原

沢
選
手
と
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

「
よ
く
練
習
を
お
願
い
し
て
い
た
の
で

癖
な
ど
は
分
か
っ
て
い
た
た
め
、
試
合

に
は
自
信
を
持
っ
て
臨
み
ま
し
た
」

―
―
決
勝
は
３
週
間
前
に
行
わ
れ
た
全

2002 年３月８日生まれ、大2002年３月８日生まれ、大
阪府出身。191㌢ 160㌔。阪府出身。191㌢ 160㌔。
　上宮中学、国士舘高校を　上宮中学、国士舘高校を
経て、20年４月、国士舘大経て、20年４月、国士舘大
学に入学。学に入学。
　18、19 年インターハイ　18、19 年インターハイ
100㌔超級優勝。21 年全100㌔超級優勝。21 年全
日本選抜体重別選手権大会日本選抜体重別選手権大会
100㌔超級３位。21 年グラ100㌔超級３位。21 年グラ
ンドスラム・バクー 100㌔ンドスラム・バクー 100㌔
超級優勝。超級優勝。

◉
優
勝
＝
斉
藤
立 

三
段
（
東
京
・
国
士
舘
大
３
年
）

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞

○
準
優
勝
＝
影
浦
心
選
手（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「（
決
勝
で
）
負
け

て
悔
し
い
で
す
。
今

日
は
一
日
通
し
て
タ

フ
な
試
合
が
続
い
た

ん
で
す
が
、
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
れ
た
こ

と
は
自
分
に
と
っ
て
一
つ
大
き
い
壁
を
超

え
ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

○
第
３
位
＝
原
沢
久
喜
選
手（
長
府
工
産
）

「
現
役
を
続
け
る
以

上
は
優
勝
を
目
指
し

て
や
っ
て
い
き
た
い

し
結
果
に
こ
だ
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
若
手
に
は
負
け

ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
戦
い
ま
し
た
」

○
第
３
位
＝
小
川
雄
勢
選
手（
パ
ー
ク
24
）

「（
技
が
）
掛
け
き

れ
な
か
っ
た
で
す
。

指
導
を
取
ら
れ
て
、

追
い
つ
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
。
試
合
の

流
れ
が
良
く
な
か
っ
た
で
す
」

◇

▽
金
野
潤　

全
日
本
強
化
委
員
長

「
日
本
武
道
館
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
と
い

う
万
感
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
選
手
た
ち

が
す
ば
ら
し
い
柔
道
を
見
せ
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
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▽
鈴
木
桂
治　

全
日
本
男
子
監
督

「（
斉
藤
は
）
も
の
す
ご
く
成
長
し
て
い

る
が
ま
だ
課
題
は
あ
る
。
代
表
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
は
な
く
、
金
メ
ダ
ル
を
取
る

こ
と
が
目
標
。も
っ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」

◇

■
22
年
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
の

　

日
本
男
子
代
表
選
手
が
内
定

　

全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
委
員
会
は
大
会

後
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
タ
シ
ケ
ン
ト
で

行
わ
れ
る
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
の
代
表

選
手
を
発
表
し
た
。
未
決
定
だ
っ
た
100
㌔

超
級
は
斉
藤
が
選
出
さ
れ
、
全
階
級
の
代

表
選
手
が
出
そ
ろ
っ
た
。

▽
タ
シ
ケ
ン
ト
世
界
柔
道
選
手
権
大
会

・
60
㌔
級
＝
髙
藤
直
寿

・
66
㌔
級
＝
阿
部
一
二
三
、
丸
山
城
志
郎

・
73
㌔
級
＝
橋
本
壮
市

・
81
㌔
級
＝
永
瀬
貴
規
、
藤
原
崇
太
郎

・
90
㌔
級
＝
増
山
香
補

・
100
㌔
級
＝
飯
田
健
太
郎

・
100
㌔
超
級
＝
斉
藤
立
（
新
）

優勝

横
田
　
雄
斗 

五
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

３

香
川
　
大
吾 

五
段 

（
東
　
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

５

阿
河
　
夢
斗 

三
段 

（
四
　
国
・
愛
媛
県
警
察
） 

初

尾
原
　
琢
仁 

四
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

５

松
村
　
颯
祐 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

３

原
沢
　
久
喜 

五
段 

（
推
　
薦
・
長
府
工
産
） 

８

石
山
　
潤
平 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

初

中
園
　
史
寛 

五
段 

（
九
　
州
・
福
岡
県
警
察
） 

初

佐
々
木
　
輝 

三
段 

（
東
　
北
・
秋
田
県
警
察
） 

初

野
々
内
悠
真 

三
段 

（
関
　
東
・
京
葉
ガ
ス
） 

３

黒
岩
　
貴
信 

三
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

４

王
子
谷
剛
志 

五
段 

（
東
　
京
・
旭
化
成
） 

10

髙
藤
　
直
寿 

五
段 

（
推
　
薦
・
パ
ー
ク
24
） 

２

田
中
　
大
勝 

三
段 

（
東
　
海
・
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
） 

初

上
田
　
轄
麻 

三
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

６

大
野
　
将
平 

五
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 

３

前
田
　
宗
哉 

四
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

３

斉
藤
　
　
立 

三
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
大
学
３
年
） 

２

中
村
　
拓
郎 

四
段 

（
北
信
越
・
大
阪
府
警
察
） 

２

関
根
　
聖
隆 

三
段 

（
関
　
東
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

初

一
色
　
勇
輝 

三
段 

（
東
　
京
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

３

上
川
　
大
樹 

五
段 

（
中
　
国
・
広
島
刑
務
所
） 

10

中
野
　
寛
太 

三
段 

（
近
　
畿
・
天
理
大
学
４
年
） 

４

羽
賀
龍
之
介 

五
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 

５

熊
代
　
佑
輔 

六
段 

（
関
　
東
・
国
際
武
道
大
教
） 

７

石
村
　
健
真 

三
段 

（
東
　
京
・
日
本
大
学
３
年
） 

初

川
田
　
修
平 

三
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

２

西
尾
　
　
徹 

四
段 

（
近
　
畿
・
大
阪
府
警
察
） 

２

小
林
　
悠
輔 

三
段 

（
東
　
海
・
渡
邉
電
設
） 

４

影
浦
　
　
心 

五
段 

（
推
　
薦
・
日
本
中
央
競
馬
会
） 

５

中
西
　
一
生 
三
段 

（
東
　
京
・
国
士
舘
大
学
４
年
） 

２

高
木
　
育
純 
三
段 

（
四
　
国
・
香
川
県
警
察
） 

３

相
木
　
飛
磨 
四
段 
（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

２

田
中
　
源
大 

三
段 
（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

５

小
原
　
拳
哉 

四
段 
（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

２

垣
田
　
恭
兵 

五
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

９

阿
部
　
拓
馬 

三
段 

（
東
　
北
・
山
形
県
警
察
） 

初

向
　
翔
一
郎 

五
段 

（
推
　
薦
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

２

五
十
嵐
遼
介 

五
段 

（
北
信
越
・
新
潟
県
警
察
） 

２

尾
方
　
寿
應 

四
段 

（
関
　
東
・
神
奈
川
県
警
察
） 

初

山
本
　
悠
司 

三
段 

（
九
　
州
・
旭
化
成
） 

２

小
川
　
雄
勢 

三
段 

（
東
　
京
・
パ
ー
ク
24
） 

５

千
野
根
有
我 

四
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
学
４
年
） 

２

福
本
　
　
翼 

五
段 

（
中
　
国
・
広
島
県
警
察
） 

３

笠
原
　
大
雅 

三
段 

（
九
　
州
・
福
岡
県
警
察
） 

初

小
川
　
竜
昂 

五
段 

（
近
　
畿
・
日
本
製
鉄
） 

５

太
田
　
彪
雅 

四
段 

（
推
　
薦
・
旭
化
成
） 
５

斉藤　立

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック Ｄブロック

令和４年　全日本柔道選手権大会

○
体
落

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
横
四
方
固

　

　

○
反
則
負
け

　内
股
○
内
股

○
反
則
負
け

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

　足
車

　横
車

　内
股

　払
腰

○
横
四
方
固

○
肩
固

○
隅
落

　

　大
外
刈○

大
外
刈

○
小
外
掛

○
反
則
負
け

○
大
外
刈

　背
負
投

○
横
四
方
固

○
巴
投

○
体
落

　体
落

○
内
股

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

　

○
小
内
刈○
反
則
負
け

○
腕
挫
十
字
固

○
大
外
刈

○
内
股

○
大
外
刈
＋
横
四
方
固

　大
外
刈

○
送
襟
絞

○
内
股

○
大
外
刈

○
反
則
負
け

○
反
則
負
け

○
小
外
刈
＋
横
四
方
固

○
横
四
方
固

○
払
腰

　横
落

○
縦
四
方
固

○
腕
緘

=一本、　=技有、　=有効

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

第 37回　皇后盃全日本女子柔道選手権大会

冨田若春が２度目の栄冠冨田若春が２度目の栄冠
　

体
重
無
差
別
で
女
子
柔
道
日
本
一
を
決

め
る
第
37
回
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大

会
が
４
月
17
日
、
横
浜
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
は
推
薦
選
手
と
全
国
10
地
区
の
予

選
を
勝
ち
上
が
っ
た
38
名
が
頂
点
を
目
指

し
た
。
決
勝
は
冨と
み

田た

若わ
か

春ば

（
東
京
・
コ
マ

ツ
）
と
橋は
し

本も
と

朱あ
け

未み

（
東
京
・
コ
マ
ツ
）
の

２
年
前
と
同
じ
対
戦
と
な
り
、
終
始
冨
田

が
攻
め
続
け
て
橋
本
が
反
則
負
け
と
な
っ

た
。
冨
田
は
２
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し

た
。
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
策
を
講
じ
、
３
年
ぶ
り
に
観
客
を
入

れ
て
開
催
し
た
。

◇

　

全
日
本
柔
道
連
盟
強
化
委
員
会
は
大
会

終
了
後
、
10
月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
タ

シ
ケ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
る
世
界
柔
道
選
手

権
大
会
の
日
本
代
表
と
し
て
78
㌔
超
級
に

冨
田
若
春
を
選
出
、
そ
の
他
に
３
選
手
を

内
定
し
た
。

皇后盃を手に、笑顔を見せる冨田選手皇后盃を手に、笑顔を見せる冨田選手

令和２年に開館した横浜武道館令和２年に開館した横浜武道館
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　試合は、国際柔道連盟試合審判規程と全日

本柔道選手権大会申し合わせ事項で行われ
た。試合時間は４分とし、時間内に決まらな
い場合は時間無制限の延長に入り、どちらか
にポイントが入った時点で勝敗を決した。

　超級の橋本と 63㌔級の結城の対戦。延長戦で両襟をしっ
かり持った橋本（左）が膝車で技ありを取って勝利した。

準々決勝❸

　支釣込足で梅木（手前）を崩して有効を取った児玉はそ
のまま崩袈裟固で抑え込み、１本勝を収めた。

準々決勝❶

橋本朱未
（東京・コマツ）

膝　車
（４分53秒）

結城彩乃
（東京・コマツ）

児玉ひかる
（推薦・東海大学）

○崩袈裟固
（３分33秒）

梅木真美
（東京・ＡLＳＯＫ）

　延長戦に入り、冨田（奥）が一瞬の隙をつき、内股で技
ありを奪って準決勝に進んだ。

準々決勝❷

内　股
（４分50秒）

冨田若春
（東京・コマツ）

髙橋瑠璃
（関東・山梨学院大学）

　5年ぶりの優勝を目指す朝比奈（手前）が延長１分 21秒
に、両襟から力強く綺麗な払腰を決めて勝ち進んだ。

準々決勝❹

○払　腰
（５分21秒）

井上あかり
（東京・ＪＲ東日本）

朝比奈沙羅
（推薦・ビッグツリー）
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ニュース　全日本女子柔道選手権大会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

準決勝❷

　延長戦で朝比奈（左）に指導が入り、両者は指導２で並ぶ。
その後は激戦を展開するが、スタミナ切れの朝比奈に指導
３が入って反則負け。橋本が接戦をものにした。

橋本朱未
（東京・コマツ）

朝比奈沙羅
（推薦・ビッグツリー）

○反則負け
（11分06秒）

準決勝❷

　

今
大
会
で
は
体
重
無
差
別
な
ら
で
は
の

試
合
も
あ
っ
た
。

　

57
㌔
の
芳よ
し

田だ
つ

司か
さ

（
コ
マ
ツ
）
は
、
１
回

戦
で
、
63
㌔
の
高た
か

橋は
し

瑛て
る

美み

（
仙
台
大
学
）

を
小
内
刈
で
降く
だ

し
、
２
回
戦
で
は
70
㌔
の

鈴す
ず

木き

胡く
る
み桃

（
環
太
平
洋
大
）
が
反
則
負
け

と
な
り
13
分
も
の
激
闘
を
制
し
た
。
３
回

戦
で
103
㌔
の
髙た
か

橋は
し

瑠る

璃り

に
延
長
戦
の
末
に

敗
れ
た
。

　

47
㌔
の
渡と

名な

喜き

風ふ
う

南な

（
パ
ー
ク
24
）
は

初
戦
の
２
回
戦
で
132
㌔
の
蓮は
す

尾お

沙さ

樹き

（
北

関
東
綜
合
警
備
）
と
対
戦
。
果
敢
に
挑
む

も
の
の
体
重
差
は
85
㌔
に
及
び
、
大
外
刈

か
ら
の
崩
袈
裟
固
で
敗
れ
た
。

　

体
格
が
大
き
く
上
回
る
相
手
に
粘
り
強

く
挑
む
両
者
の
勇
姿
は
観
客
を
魅
了
し

た
。

芳田（手前）の２回戦（対鈴木）芳田（手前）の２回戦（対鈴木）

児玉ひかる
（推薦・東海大学）

　試合中盤、意を決した児玉（下）が大内刈に出るものの、
技巧派の冨田が隅落で返す。冨田はそのまま縦四方固をし
っかりと決めて勝利した。

準決勝❶

冨田若春
（東京・コマツ）

○縦四方固
（２分 49秒）

■
観
客
を
魅
了
し
た
軽
量
級
の
選
手
た
ち
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　残り 32秒で互いに二つ目の指導が入る。延長に入ると冨
田（右）が巧みに橋本をいなして攻勢に出る。手数で優っ
た冨田が橋本の反則負けによって２年ぶりの優勝に輝いた。

決　勝
○反則負け
（７分 29秒）

冨田若春
（東京・コマツ）

橋本朱未
（東京・コマツ）

大会は観客を入れて開催された 決勝の模様
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○
準
優
勝
＝
橋
本
朱
未
（
コ
マ
ツ
）

「
優
勝
し
た
か
っ
た
の
で
悔
し
い
で
す
。

今
日
は
一
日
ず
っ
と
厳
し
い
戦
い
に
な
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
や
れ
る
こ
と
を
徹

底
し
て
や
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、
い
つ
も
組
み
合
っ
て
い
る
の
で

冨
田
選
手
も
苦
し
ん
で
い
る
の
が
分
り
ま

し
た
。
も
う
少
し
頑
張
れ
ば
良
か
っ
た
で

す
。
冨
田
選
手
は
ど
ん
な
場
面
で
も
技
を

出
し
て
き
ま
す
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
て
い
き
た
い
。
次
に

向
け
て
出
場
す
る
試
合
は
全
て
勝
ち
た
い

で
す
」

▽
第
３
位
＝
児
玉
ひ
か
る
（
東
海
大
学
）

「
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
そ
う
と
し
ま
し

た
が
、
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
冨
田
選
手

に
は
、
技
を
仕
掛
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
た
が
ダ
メ
で
し
た
。
こ
ち
ら
も

仕
掛
け
て
い
き
ま
し
た
が
返
さ
れ
ま
し

た
。
次
の
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し
た
い

で
す
」

▽
第
３
位
＝
朝
比
奈
沙
羅（
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
）

「（
１
週
間
前
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
体
調

を
崩
し
）
初
戦
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。

技
は
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体

調
管
理
が
で
き
ず
、
最
後
は
ス
タ
ミ
ナ
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
」

困
難
乗
り
越
え
て
頂
点
に

▽�

ベ
ス
ト
16
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
57
㌔
級

の
芳
田
司
（
コ
マ
ツ
）

「（
皇
后
盃
に
）
挑
戦
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
階

級
の
選
手
と
戦
え
た
の
は
い
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。（
重
量
級
の
選
手
で

も
）
動
い
て
粘
り
強
く
技
数
を
出
し
て
い

け
ば
相
手
を
翻
弄
で
き
ま
す
。
気
づ
き
が

多
く
あ
っ
た
大
会
で
し
た
。
パ
リ
に
向
け

て
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
」

◇

▽
金
野
潤　

全
日
本
強
化
委
員
長

「
冨
田
は
２
週
間
前
の
試
合
で
の
け
が
が

あ
り
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
の
は

難
し
か
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
で
も
調
子
を

上
げ
て
き
た
こ
と
に
は
成
長
を
感
じ
た
。

超
級
に
は
素そ

根ね
あ

輝き
ら

も
い
る
の
で
、
競
い
合

え
る
良
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
」

▽
増
地
克
之　

全
日
本
女
子
監
督

「
冨
田
は
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
戦
っ
て

い
た
。
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
、
結
果
を
残

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
世
界
選
手
権

は
パ
リ
に
繋
が
る
重
要
な
大
会
。
選
手
た

ち
の
強
化
を
図
っ
て
い
い
形
で
進
ん
で
い

き
た
い
。
芳
田
に
つ
い
て
は
、
挑
戦
す
る

勇
気
に
頭
が
下
が
る
。
内
容
も
持
て
る
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
勇

気
を
与
え
た
と
思
う
」

◉
優
勝
＝
冨
田
若
春　

五
段（
コ
マ
ツ
）

け
、
畳
に
上
が
っ
た
の
は
年
の
瀬
だ
っ

た
。
そ
し
て
今
年
４
月
の
全
日
本
選
抜
柔

道
体
重
別
選
手
権
の
決
勝
で
も
け
が
を
負

っ
た
。
皇
后
盃
は
２
週
間
後
に
迫
っ
て
い

た
。

「
選
抜
の
決
勝
で
右
手
首
の
靭じ
ん

帯た
い

を
損
傷

し
、
皇
后
盃
の
直
前
は
乱
取
り
な
ど
の
練

習
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
、
欠
場
は
考
え
ず
に
『
打
ち
込
み

ダ
ッ
シ
ュ
』
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

医
者
に
は
本
来
な
ら
出
ら
れ
な
い
状
態
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
（
笑
）。
厳
し
い
状
況

で
も
し
っ
か
り
と
優
勝
で
き
た
こ
と
は
自

信
に
な
り
ま
し
た
」

▽
困
難
を
乗
り
越
え
た
優
勝
に
、
確
た
る

自
信
が
の
ぞ
い
た
。
最
後
に
今
後
の
抱
負

を
語
っ
た
。

　
「
昨
年
の
世
界
選
手
権
で
は
決
勝
で
負

け
た
の
で
今
回
は
き
っ
ち
り
と
優
勝
し
て

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
な
げ
た
い
。
こ

れ
か
ら
の
一
つ
一
つ
の
試
合
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
」

▽
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会
見
で
、
安あ
ん

堵ど

し
な

が
ら
切
り
出
し
た
。

「
４
月
の
選
抜
（
78
㌔
超
級
）
に
続
い
て

皇
后
盃
で
優
勝
で
き
て
嬉う
れ

し
い
で
す
。
決

勝
は
、
同
じ
コ
マ
ツ
で
い
つ
も
練
習
し
て

い
る
橋
本
選
手
で
し
た
の
で
絶
対
勝
ち
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。
手
の

内
は
知
り
尽
く
し
て
い
て
、
投
げ
る
の
が

難
し
か
っ
た
の
で
確
実
に
勝
て
る
方
法
で

行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
技
を
積

極
的
に
出
し
て
流
れ
を
作
れ
た
と
思
い
ま

す
。
昨
年
、
膝
を
手
術
し
た
の
で
、
そ
の

前
の
状
態
ま
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
戻
し

て
い
く
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
」

▽
昨
年
か
ら
多
く
の
け
が
に
見
舞
わ
れ

た
。
昨
年
６
月
の
世
界
選
手
権
で
両
膝
を

負
傷
し
手
術
。
12
月
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
続

＜優勝者インタビュー＞＜優勝者インタビュー＞
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全
柔
連
強
化
委
員
会
は
大
会
後
、
タ
シ

ケ
ン
ト
で
の
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
代
表

選
手
と
し
て
、
78
㌔
超
級
の
冨
田
と
と
も

に
、
70
㌔
級
で
１
人
、
団
体
の
57
㌔
級
と

78
㌔
超
級
で
１
人
ず
つ
を
追
加
で
選
出
し

た
。
以
前
発
表
し
た
階
級
と
合
せ
て
全
階

級
の
女
子
代
表
選
手
が
出
そ
ろ
っ
た
。

▽
タ
シ
ケ
ン
ト
世
界
柔
道
選
手
権
大
会

　
日
本
女
子
代
表
選
手

・
48
㌔
級
＝
渡
名
喜
風
南
、
角
田
夏
実

・
52
㌔
級
＝
阿
部
詩

・
57
㌔
級
＝
舟
久
保
遥
香

・
63
㌔
級
＝
堀
川
恵

・
70
㌔
級
＝
田
中
志
歩
、
新
添
左
季
（新）

・
78
㌔
級
＝
濵
田
尚
里

・
78
㌔
超
級
＝
冨
田
若
春
（新）

・
団
体
57
㌔
級
＝
玉
置
桃
（新）

・
団
体
78
㌔
超
級
＝
朝
比
奈
沙
羅
（新）

強化委員会後の記者会見に
臨む金野委員長（左）と増
地監督

■
22
年
世
界
柔
道
選
手
権
大
会
の

　

日
本
女
子
代
表
選
手
が
内
定

優勝　　　　　　　

勝
部
　
　
桃 

三
段 

（
近
　
畿
・
龍
谷
大
学
４
年
） 

初

佐
藤
　
　
果 

三
段 

（
関
　
東
・
セ
ン
コ
ー
） 

３

渡
邉
　
天
海 

三
段 

（
北
海
道
・
北
海
高
校
３
年
） 

２

牛
方
　
美
羽 

初
段 

（
四
　
国
・
生
光
学
園
高
校
２
年
） 

初

井
上
あ
か
り 

三
段 

（
東
　
京
・
　Ｊ
Ｒ
東
日
本
） 

４

菅
原
　
歩
巴 

四
段 

（
東
　
北
・
久
慈
東
高
教
） 

８

飯
野
　
鈴
々 

三
段 

（
九
　
州
・
九
州
旅
客
鉄
道
） 

初

足
達
　
実
佳 

三
段 

（
近
　
畿
・
明
治
国
際
医
療
大
４
年
） 

初

泉
　
　
真
生 

四
段 

（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

５

朝
比
奈
沙
羅 

五
段 

（
推
　
薦
・
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
） 

７

椋
木
　
美
希 

二
段 

（
中
　
国
・
環
太
平
洋
大
学
１
年
） 

初

都
留
　
麻
瑞 

三
段 

（
関
　
東
・
了
德
寺
大
職
） 

２

冨
田
　
彩
加 

三
段 

（
東
　
海
・
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
） 

初

結
城
　
彩
乃 

三
段 

（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

２

長
谷
川
瑞
紀 

三
段 

（
近
　
畿
・
近
畿
大
学
４
年
） 

２

渡
名
喜
風
南 

三
段 

（
推
　
薦
・
パ
ー
ク
24
） 

初

蓮
尾
　
沙
樹 

三
段 

（
関
　
東
・
北
関
東
綜
合
警
備
保
障
） 

２

橋
高
　
朱
里 

四
段 

（
北
信
越
・
金
沢
学
院
短
大
教
） 

５

橋
本
　
朱
未 

四
段 

（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

４

芳
田
　
　
司 

四
段 

（
推
　
薦
・
コ
マ
ツ
） 

初

高
橋
　
瑛
美 

二
段 

（
東
　
北
・
仙
台
大
学
２
年
） 

初

鈴
木
　
胡
桃 

二
段 

（
中
　
国
・
環
太
平
洋
大
学
３
年
） 

初

佐
藤
　
晴
菜 

三
段 

（
東
　
京
・
日
本
エ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
） 

初

髙
橋
　
瑠
璃 

四
段 

（
関
　
東
・
山
梨
学
院
大
学
４
年
） 

３

井
上
　
果
音 

二
段 

（
東
　
海
・
明
治
国
際
医
療
大
学
１
年
） 

初

出
村
　
花
恋 
三
段 

（
近
　
畿
・
ダ
イ
サ
ン
） 

初

能
智
亜
衣
美 
四
段 

（
関
　
東
・
了
德
寺
大
職
） 

５

武
居
　
沙
知 

三
段 
（
北
信
越
・
長
野
県
警
察
） 

２

冨
田
　
若
春 

五
段 
（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

５

青
野
　
南
美 

二
段 

（
九
　
州
・
福
岡
大
学
４
年
） 

初

梅
木
　
真
美 

五
段 

（
東
　
京
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
） 

４

米
川
　
明
穂 

三
段 

（
関
　
東
・
筑
波
大
学
３
年
） 

２

松
村
　
芽
衣 

二
段 

（
四
　
国
・
近
畿
大
学
１
年
） 

初

西
願
寺
里
保 

四
段 

（
東
　
京
・
コ
マ
ツ
） 

２

杉
本
梨
々
花 

三
段 

（
北
海
道
・
北
海
道
警
察
） 

初

一
色
　
美
緒 

二
段 

（
関
　
東
・
自
衛
隊
体
育
学
校
） 

初

檀
野
　
芽
紅 

三
段 

（
近
　
畿
・
龍
谷
大
学
４
年
） 

初

児
玉
ひ
か
る 

三
段 

（
推
　
薦
・
東
海
大
学
４
年
） 

５

冨田　若春 =一本、　=技有、　=有効

◯
横
四
方
固

DブロックCブロックBブロックAブロック

第37回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

◯
大
外
刈

　小
外
掛

○
大
外
刈

◯
反
則
負
け

◯
縦
四
方
固

◯
反
則
負
け

　段
位

　地
区

　
　所
属

　
　
　
　
　
　出
場
回
数

◯
反
則
負
け

◯
大
外
返

◯
不
戦
勝
ち

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
反
則
負
け

◯
縦
四
方
固

◯
肩
固

◯
肩
固

　内
股

◯
払
腰

◯
送
襟
絞

◯
崩
袈
裟
固

◯
反
則
負
け

○
崩
袈
裟
固 ◯

内
股
＋
崩
袈
裟
固 ◯

大
外
刈
＋
崩
袈
裟
固

◯
反
則
負
け

　背
負
投

　小
外
刈

　大
外
刈

◯
小
外
掛

　払
巻
込

　内
股

　膝
車

　小
外
掛

　小
内
刈

◯
不
戦
勝
ち
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ニュース　全日本銃剣道優勝大会

第66回全日本銃剣道優勝大会第66回全日本銃剣道優勝大会

　

第
66
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
、
後
援
＝
防
衛

省
、ス
ポ
ー
ツ
庁
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

日
本
武
道
館
、
日
本
武
道
協
議
会
ほ
か
）

が
４
月
24
日
、
日
本
武
道
館
で
全
国
か
ら

４
部
門
に
計
159
チ
ー
ム
、
796
名
の
監
督
・

選
手
が
集
ま
り
、
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

た
め
２
年
連
続
で
中
止
と
な
り
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
例
年
よ
り

少
な
い
参
加
人
数
と
な
っ
た
が
、
参
加
者

は
覇
気
に
満
ち
た
試
合
を
繰
り
広
げ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
の
指
定
の
部
隊
が
対
象
の

防
衛
省
第
１
部
（
５
人
制
）
は
、
普
通
科

教
導
連
隊
（
静
岡
）
が
第
16
普
通
科
連
隊

（
長
崎
）
を
３
︱
２
の
接
戦
で
制
し
、
平

成
20
年
以
来
14
年
ぶ
り
に
優
勝
の
栄
冠
を

摑つ
か

ん
だ
。

　

女
子
の
部
（
３
人
制
）
で
は
、
前
回
優

勝
チ
ー
ム
の
北
海
道
選
抜
Ａ
（
北
海
道
）

が
愛
媛
県
選
抜
（
愛
媛
）
を
２
︱
１
で
降く
だ

し
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

海
上
、
航
空
自
衛
隊
と
１
部
以
外
の
陸

上
自
衛
隊
部
隊
が
対
象
の
防
衛
省
第
２
部

（
５
人
制
）
は
、日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）

が
対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）
を
３
︱
２
で
降

し
、
13
度
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

　

一
般
の
部
（
３
人
制
）
で
は
本
間
道
場

普通科教導連隊普通科教導連隊（静岡）（静岡）がが
14 年ぶりの優勝14 年ぶりの優勝

　　防衛省第１部防衛省第１部

防衛省第１部・決勝（大将戦）＝小倉（左）が下胴を決める防衛省第１部・決勝（大将戦）＝小倉（左）が下胴を決める
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（
神
奈
川
）
が
東
部
支
部
Ａ
（
東
京
）
を

３
︱
０
で
破
り
、
神
奈
川
選
抜
と
し
て
出

場
し
た
第
61
回
大
会
か
ら
の
４
連
覇
を
果

た
し
た
。

　

試
合
は
全
部
門
団
体
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
、
試
合
時
間
は
３
分
の
３

本
勝
負
。
時
間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
判

定
に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
し
、
勝
者
数
の
多

い
チ
ー
ム
を
勝
ち
と
し
た
。

♢

　

開
会
式
で
は
番
匠
幸
一
郎
全
日
本
銃
剣

道
連
盟
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
そ
の

後
、
長
島
昭
久
衆
議
院
議
員
、
赤
池
誠
章

参
議
院
議
員
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
、
森
音

葉
選
手
（
女
子
の
部
、
北
海
道
選
抜
Ａ
）

が
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

　　女子の部女子の部

北海道選抜 A北海道選抜 A（北海道）（北海道）がが
堂々の連覇を達成堂々の連覇を達成

選手宣誓＝森音葉選手
（女子の部・北海道選抜A）

番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長

女子の部・決勝（先鋒戦）＝寒河江（左）が２本目の上胴を決めて勝利女子の部・決勝（先鋒戦）＝寒河江（左）が２本目の上胴を決めて勝利
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防
衛
省
第
１
部
（
58
チ
ー
ム
、
340
名
出
場
）

▽
決
勝

普
通
科
教
導
連
隊　

３
︱
２　

第
16
普
通
科
連
隊

竹
内
巨
樹　
　
　

︱
下　
　

髙
濵
雄
太

西
村
健
一　
　

判
︱　
　
　

中
前
圭
輔

佐
藤　

岳　

上
判
︱
上　
　

牟
田
裕
宣

鈴
木
孝
信　
　
　

︱
上
上　

薗
田
泰
之

小
倉
弘
之　
　

下
︱　
　
　

岩
永
健
太

　

先
鋒
戦
は
16
普
連
の
髙
濵
が
開
始
と
同

時
に
下
胴
を
決
め
て
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
り

勝
利
を
収
め
る
。

　

次
鋒
戦
は
普
教
連
・
西
村
が
何
度
も
鋭

い
突
き
を
繰
り
出
す
積
極
的
な
姿
勢
を
見

せ
、
判
定
勝
ち
を
収
め
る
。

　

中
堅
戦
は
普
教
連
・
佐
藤
が
試
合
中
盤

で
体
勢
を
崩
し
た
牟
田
の
上
胴
を
突
い
て

１
本
。
し
か
し
、
牟
田
も
負
け
じ
と
試
合

終
盤
で
上
胴
を
決
め
て
取
り
返
す
。
そ
の

ま
ま
試
合
終
了
と
な
り
判
定
へ
。
旗
は
佐

藤
に
３
本
上
が
り
普
教
連
が
リ
ー
ド
す
る

展
開
に
。

　

し
か
し
、
副
将
戦
で
過
去
に
全
日
本
銃

剣
道
選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）
で
２
度
の

優
勝
経
験
を
持
つ
16
普
連
・
薗
田
が
上
胴

を
２
本
決
め
、
決
着
は
大
将
戦
へ
持
ち
越

さ
れ
る
。

防衛省第１部・準決勝第１試合（副将戦）＝
16 普連・薗田泰之（右）が上胴を決める

防衛省第１部・決勝（中堅戦）＝普教連・佐藤（左）が上胴を決める

▽
準
決
勝

　

第
１
試
合
は
第
16
普
通
科
連
隊
（
長

崎
）
と
第
15
即
応
機
動
連
隊
（
香
川
）
の

顔
合
わ
せ
。
結
果
は
16
普
連
が
５
戦
全
勝

と
い
う
圧
巻
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
て
決
勝

へ
。

　

第
２
試
合
は
普
通
科
教
導
連
隊
（
静

岡
）
と
第
40
普
通
科
連
隊
（
福
岡
）
の
対

戦
。
試
合
は
中
堅
ま
で
普
教
連
が
３
連
勝

利
し
、
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。
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に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
会

が
中
止
と
な
り
、
目
標
設
定
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
練
習
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
今

大
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
と
同
時
に
、
何
と
か
選
手
た
ち
を

優
勝
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
が
実
現
で
き
て
本
当
に
嬉う
れ

し
い
で
す
。

序
盤
は
選
手
の
動
き
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
主
力
選
手
を
筆
頭
に

徐
々
に
動
き
が
良
く
な
り
、
勝
ち
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
連
覇
を
目
標
に
今
後

も
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

　

大
将
戦
は
両
者
激
し
い
攻
防
を
展
開
す

る
中
、先
に
動
い
た
の
は
普
教
連
・
小
倉
。

中
盤
に
岩
永
の
隙
を
見
て
鋭
く
下
胴
を
突

い
て
１
本
を
取
る
と
会
場
が
大
き
く
沸
い

た
。
岩
永
は
反
撃
を
試
み
よ
う
と
す
る
も

小
倉
が
上う

手ま

く
捌さ
ば

い
て
技
を
決
め
切
る
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
試
合
終
了
。
普
教
連

が
14
年
ぶ
り
に
王
座
奪
還
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
普
通
科
教
導
連
隊
（
静
岡
）

　
　
　
　

坂
元
誠
監
督

「
私
た
ち
は
昨
年
度
、
静
岡
県
御
殿
場
市

で
予
定
さ
れ
て
い
た
銃
剣
道
大
会
の
運
営

 

防
衛
省
第
２
部
（
47
チ
ー
ム
、
270
名
出
場
）

▽
決
勝

日
本
原
駐
屯
地　

３
︱
２　

対
馬
駐
屯
地

二
宮
祐
樹　

上
下
︱　
　
　

中
根
真
孝

大
庭
裕
二　
　
　

︱
判　
　

山
本　

卓

厨
子
真
守　
　

判
︱　
　
　

河
端
勇
樹

内
藤
介
斗　
　

ノ
︱　
　
　

井　

達
哉

德
田
裕
人　
　
　

︱
下　
　

岩
橋　

練

　

先
鋒
戦
、
試
合
終
盤
ま
で
激
し
い
攻
防

を
展
開
す
る
両
者
。
試
合
が
動
い
た
の
は

残
り
10
秒
ほ
ど
だ
っ
た
。
日
本
原
・
二
宮

は
対
馬
・
中
根
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
上

胴
を
突
い
て
１
本
。
さ
ら
に
試
合
再
開
の

合
図
と
同
時
に
上
胴
を
突
こ
う
と
し
た
中

根
の
隙
を
見
て
、
二
宮
が
下
胴
を
決
め
て

２
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

次
鋒
戦
で
は
対
馬
・
山
本
が
ポ
イ
ン
ト

を
取
り
返
そ
う
と
攻
め
の
姿
勢
を
強
く
見防衛省第２部・決勝（先鋒戦）＝日本原・二宮（左）が１本目の上胴を決める

▽
準
決
勝

　

第
１
試
合
は
平
成
29
、
30
年
大
会
の
覇

者
で
あ
る
対
馬
駐
屯
地
（
長
崎
）
と
北
熊

本
駐
屯
地
（
熊
本
）
の
一
戦
。
試
合
は
先

鋒
戦
で
北
熊
本
・
久
保
田
将
平
が
勝
利
を

収
め
る
も
次
鋒
戦
か
ら
大
将
戦
ま
で
対
馬

が
連
勝
し
、
安
定
し
た
強
さ
で
決
勝
に
進

ん
だ
。

　

第
２
試
合
は
過
去
に
12
回
の
優
勝
を
誇

る
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）
と
、
初
め
て

準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
宇
都
宮
駐
屯
地

（
栃
木
）
の
対
決
。
試
合
は
日
本
原
が
先

に
２
勝
す
る
も
、
中
堅
・
副
将
戦
で
宇
都

宮
が
２
勝
し
て
巻
き
返
し
、
勝
敗
は
大
将

戦
へ
。
大
将
戦
は
両
者
激
し
い
攻
防
を
繰

り
広
げ
る
も
有
効
打
突
が
な
く
、
試
合
終

了
。
判
定
は
日
本
原
・
德
田
裕
人
に
軍
配

が
上
が
り
、
見
事
連
覇
の
か
か
る
決
勝
進

出
を
決
め
た
。
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一
般
の
部
（
28
チ
ー
ム
、
94
名
出
場
）

▽
決
勝

本
間
道
場　
　

３
︱
０　
　

東
部
支
部
Ａ

野
原　

崇　

上
下
︱　
　
　

藤
光
祐
杜

野
田
峻
祐　

上
上
︱　
　
　

西
飯
勝
哉

鈴
木
崇
之　

上
上
︱　
　
　

下
里
勝
秋

　

先
鋒
戦
は
「
始
め
」
の
合
図
直
後
に
本

間
道
場
・
野
原
が
上
胴
を
突
く
が
旗
は
１

防衛省第２部・決勝（副将戦）＝日本原・内藤（左）が終了間際に対馬・井のノドを突いて日本原の優勝を決める

せ
て
の
判
定
勝
ち
。
し
か
し
、
続
く
中
堅

戦
で
今
度
は
日
本
原
・
厨
子
が
判
定
勝
ち

を
収
め
、
再
び
日
本
原
が
リ
ー
ド
す
る
展

開
と
な
る
。

　

勝
負
の
分
か
れ
目
と
な
る
副
将
戦
は
弱

冠
19
歳
の
内
藤
と
対
馬
・
井
の
対
戦
。
試

合
は
序
盤
か
ら
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
し
か
し
、
終
盤
に
内
藤
が
仕
掛

け
る
。
内
藤
の
突
き
を
躱か
わ

そ
う
と
井
が
か

が
ん
だ
隙
を
狙
い
、
内
藤
が
鋭
く
喉
を
突

い
て
１
本
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
と
な

り
、
こ
の
時
点
で
日
本
原
の
優
勝
が
決
ま

っ
た
。

　

大
将
戦
は
対
馬
・
岩
橋
が
粘
り
の
下
胴

を
決
め
て
終
了
。
日
本
原
が
連
覇
を
達
成

し
た
。

◎
優
勝
＝
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
）

　
　
　
　

上
田
啓
二
監
督

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
対
外
試
合
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
選
手
一
人
一
人
に
は
練
習

が
で
き
な
い
中
で
も
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
一
生
懸
命
や
る
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。
１
回
戦
は
久
し
ぶ
り
の
試
合
の
た

め
、
動
き
の
固
い
対
戦
が
多
か
っ
た
で
す

が
徐
々
に
慣
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
優
勝

に
繋つ
な

が
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
決

勝
で
は
副
将
の
内
藤
選
手
が
最
後
の
最
後

で
打
突
を
決
め
、
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
。
来
年
も
連
覇
達
成
が
で
き
る
よ
う
に

練
習
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

▽
準
決
勝

　

第
１
試
合
は
東
部
支
部
Ａ
（
東
京
）
と

九
徳
塾
（
滋
賀
）
の
顔
合
わ
せ
。
先
鋒
は

判
定
に
よ
り
東
部
Ａ
・
藤
光
祐
杜
が
勝
利

を
収
め
る
。
続
く
中
堅
戦
は
東
部
Ａ
・
西

飯
勝
哉
が
試
合
時
間
54
秒
で
２
本
目
の
有

効
打
突
を
決
め
て
東
部
Ａ
が
勝
利
し
た
。

　

第
２
試
合
は
大
会
連
覇
の
か
か
る
本
間

道
場
と
横
浜
修
悠
館
Ａ
の
神
奈
川
同
士
の

対
決
と
な
っ
た
。
試
合
は
本
間
道
場
が
大

将
戦
ま
で
オ
ー
ル
２
本
勝
ち
で
圧
倒
的
な

強
さ
を
見
せ
つ
け
勝
利
。
事
実
上
の
４
連

覇
が
か
か
る
決
勝
へ
進
ん
だ
。
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本
し
か
上
が
ら
な
い
。
し
か
し
、
野
原
は

間
髪
い
れ
ず
に
再
度
上
胴
を
攻
め
、
１
本

を
決
め
る
。
素
早
い
動
き
を
見
せ
る
野
原

は
開
始
１
分
５
秒
、
再
び
一
気
に
藤
光
の

下
胴
に
飛
び
込
み
、
２
本
目
を
決
め
て
幸

先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

中
堅
戦
は
序
盤
、
東
部
Ａ
・
西
飯
が
技

を
仕
掛
け
る
が
、
本
間
道
場
・
野
田
は
冷

静
に
捌
く
。
し
か
し
、
開
始
２
分
30
秒
過

ぎ
、
野
田
が
西
飯
の
隙
を
つ
き
、
上
胴
を

決
め
て
１
本
。
そ
の
直
後
の
試
合
再
開
と

同
時
に
西
飯
が
下
胴
を
突
く
も
野
田
が
合

わ
せ
て
上
胴
を
突
き
、
旗
が
野
田
に
２
本

上
が
っ
て
勝
利
。
こ
の
時
点
で
本
間
道
場

の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

大
将
戦
は
本
間
道
場
・
鈴
木
が
２
本
勝

ち
を
決
め
、
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け

て
４
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
本
間
道
場
（
神
奈
川
）

　
　
　
　

鈴
木
崇
之
監
督

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
練
習
が
半
年
で
き
な
い
時
や
、
大

会
が
な
く
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
な

い
時
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
み

ん
な
で
集
ま
れ
る
時
は
し
っ
か
り
練
習
を

積
む
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
次
も
連
覇

が
更
新
で
き
る
よ
う
に
日
々
の
稽
古
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

一般の部・決勝（大将戦）＝本間道場・鈴木（左）が２本目の上胴を決めた

一般の部・決勝（先鋒戦）
＝本間道場・野原（左）が下胴を決める

一般の部・準決勝第２試合（中堅戦）
＝本間道場・野田（左）が下胴を突く
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女
子
の
部
決
勝
（
26
チ
ー
ム
、
92
名
出
場
）

▽
決
勝

北
海
道
選
抜
Ａ　

２
︱
１　

愛
媛
県
選
抜

寒
河
江
瑞
希　

下
上
︱　
　
　

西
原
由
希
乃

森　

音
葉　
　
　

︱
上
上　

村
上
か
づ
ね

大
野
裕
美　

不
戦
勝　
　

　

先
鋒
戦
は
多
く
の
大
会
で
優
勝
経
歴
を

持
つ
北
海
道
Ａ
・
寒
河
江
が
圧
倒
的
強
さ

を
見
せ
る
。
試
合
開
始
と
同
時
に
下
胴
を

決
め
て
１
本
。
そ
し
て
試
合
再
開
直
後
、

寒
河
江
は
後
ろ
に
引
い
て
様
子
を
う
か
が

っ
て
い
た
西
原
の
上
胴
を
素
早
く
突
い
て

２
本
目
を
取
り
、
わ
ず
か
９
秒
で
試
合
終

女子の部・決勝（先鋒戦）＝寒河江（左）の１本目の下胴

女子の部・準決勝第２試合（中堅戦）＝北海道 A・森（左）が攻めた姿勢で勝利を摑む

▽
準
決
勝

　

第
１
試
合
は
、
大
将
が
不
在
な
が
ら
も

残
る
２
選
手
の
活
躍
で
１
回
戦
か
ら
全
勝

で
勝
ち
上
が
っ
た
愛
媛
県
選
抜
（
愛
媛
）

と
第
41
普
通
科
連
隊
（
大
分
）
の
対
戦
。

愛
媛
は
こ
の
対
戦
で
も
怒ど

涛と
う

の
強
さ
で
２

勝
を
も
ぎ
取
り
、
初
の
決
勝
戦
へ
。

　

第
２
試
合
は
北
海
道
選
抜
Ａ
と
第
26
普

通
科
連
隊
の
北
海
道
同
士
の
組
み
合
わ

せ
。
先
鋒
戦
で
北
海
道
Ａ
・
寒
河
江
瑞
希

が
下
胴
を
決
め
て
勝
利
す
る
と
、
続
く
中

堅
戦
で
は
北
海
道
Ａ
・
森
音
葉
が
判
定
で

勝
利
を
収
め
て
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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了
。
大
将
戦
は
北
海
道
Ａ
の
不
戦
勝
が
確

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
北
海
道
Ａ

の
連
覇
が
決
ま
っ
た
。

　

続
く
中
堅
戦
で
は
愛
媛
・
村
上
が
意
地

を
見
せ
て
上
胴
を
２
本
決
め
て
一
矢
を
報

い
た
。

◎
優
勝
＝
北
海
道
選
抜
Ａ
（
北
海
道
）

　
　
　
　

熊
木
武
彦
監
督

「
こ
の
３
年
間
、
試
合
が
な
く
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
か
っ
た
で
す

が
、
常
に
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
が
優
勝
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
１
回
戦
か
ら
先
鋒
の
寒
河
江
選
手
が

し
っ
か
り
勝
ち
切
っ
て
く
れ
た
の
で
安
定

し
た
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
の
３
連
覇
を
目
指
し
て
ま

た
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

優勝した北海道選抜 A の（前列左から）
熊木監督、寒河江、大野、森の３選手

▶▶防衛省第１部＝�防衛省第１部＝�①①普通科教導連隊（静岡） 
②第 16 普通科連隊（長崎） 
③第 15 即応機動連隊（香川） 
　第 40 普通科連隊（福岡）

▶▶防衛省第２部防衛省第２部＝＝��①①日本原駐屯地（岡山） 
②対馬駐屯地（長崎） 
③北熊本駐屯地（熊本） 
　宇都宮駐屯地（栃木）

▶▶一 般 の 部＝�一 般 の 部＝�①①本間道場（神奈川） 
②東部支部Ａ（東京） 
③横浜修悠館Ａ（神奈川） 
　九徳塾（滋賀）

▶▶女 子 の 部女 子 の 部＝＝��①①北海道選抜Ａ（北海道） 
②愛媛県選抜（愛媛） 
③第 41 普通科連隊（大分） 
　第 26 普通科連隊（北海道）

大 会 結 果大 会 結 果
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